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はじめに
文学部地理・環境専攻のカリキュラムには、
1年生の必修科目として人文地理概説A・Bと
自然地理概説A・Bがあり、それぞれ人文地理
学と自然地理学の基礎を教えている。このう
ち、自然地理概説A （春学期） の最初の授業時
に、すなわちガイダンス時に、毎年簡単なアン
ケート調査を実施してきた。その結果は、翌週
3ページの印刷物として、受講生に配布し、解
説してきた。このアンケートは、今年度でひと
まずその役目を終了するので、この機会にこれ
まで26年間の経年変化を図化して、簡単に紹
介したい。
アンケート調査の目的
このアンケート調査は、受験対策でも、就職
対策でもなく、同じ教室で毎週顔を合わせる者
同士 （教員と学生） が少しでも気楽に授業に向
き合えるようにと考え、始めたものである。教
員は、授業を聞いている学生がどのような経
験・体験を経た人たちなのか知りたいし、学生
も仲間同士の生活環境に興味があるだろうと考
えた。
このアンケート調査は、話のきっかけや会話
の糸口をつかめればと思って始めたものである
から、今考えてみると、調査項目の選定は決し
て系統的とは言えなかった。集めた回答用紙は
簡単な集計処理を施し、できるだけ早く （次週
のクラスで）、結果を学生に知らせることを心
掛けた。
言い換えれば、このアンケート調査の目的は
次の 4つ、①学生が教室の仲間を知る、②教員
が講義をする相手 （学生） を知る、③これまで
の経過や経年変化 （1990～2015） を知る、④ア
ンケートの集計方法を知る、である。
集計方法
集計手順は次の通りである。まず、すべての
質問が選択肢方式（単一回答か複数回答可）で
あるから、各回答に対して数字を割り当て、回
答をすべて数字に変換する（たとえば、
Yes⇒0、No⇒1）。こうして、下の例に示すよ
うに、一人一行の数列が学生の人数分できあが
る。これが、処理すべき 1年分の数字マトリッ
クス （ファイル） である。
大型計算機の時代には、プログラムカードを
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1221000103 10001000000000 550000000010000121 000010000100000 0101000000
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作り、キーパンチでデータを打ち込み、統計解
析ソフトSPSSにかけ、出力した。大型計算機
の時代が終わると、作業はすべてパソコンです
ることになった。すなわち、数字をテキスト形
式でパソコン入力し、Excelの「Countif」など
の機能を使って処理した。
昔はクロス集計をして学生を驚かせた。例え
ば、①パソコンが使え、②富士山頂に登った経
験があり、③海外に出かけたことがあり、④自
然地理が好きな学生というような条件すべてに
合致した学生をハワイ巡検のアシスタントとし
て連れて行くというような想定で、クロス集計
をして、そのような学生の数と出力結果が合致
することを示したが、最近は単純に平均を出
し、それを％表示するだけにしている。以下に
示す結果は、この単純平均による26年間の経
年変化である。
長年の集計結果は色分けして図化すると見や
すくなることは分かっていたが、配布ページが
増えるので、今回に至るまで、すべて表形式で
済ませた。
結果の解説
学生間のコミュニケーションのための話題提
供という意味が強かったので、質問項目も学生
の生活環境、とりわけ教育環境に関わるものが
多くなった。26年間のうち、当初から含まれて
いた質問項目と途中で加除した項目があるが、
経年変化が分かるように、できるだけ質問は変
えないように心掛けた。
経年変化には上昇・下降・無変化がある。一
回のアンケート対象者の数は70人前後と少な
いが、26年間同じ質問を繰り返し、その回答に
一定の傾向が見られれば、このアンケート調査
で現れる現象には一定の信頼性があるだろうと
考えた。また、質問によっては、結果が必ずし
も国士舘の地理学生に限られたことではないも
のもあって、興味をそそられた。授業でよく言
う「一般化」「抽象化」「平均化」「モデル化」
の一端がそこに現れているということである。
高ければ高いなりに、また低ければ低いなり
に、数値が安定しているものもあるが、上昇・
下降傾向があって、将来変わっていくことがあ
りうる現象もあった。
問01）  学年 （新入生の数） を教えてください（この
図は回答者数であり、 新入生の数ではない）
どの年度も、新入生の数は70名より多少多
かったが、年度によって回答者数に凹凸がある
のは、統計する際に高学年生を含めていたり、
欠席者がいるためである。新入生を対象とした
調査なので、集計段階では高学年生は除外し
た。以下に示す図はすべて新入生に対する割合
（％） として表現したものである。途中、教育的配
慮から、新入生を二つに分け、半数を 1年次に、
残りの半数を 2年次に受講させ、一クラス少人
数体制をとった時期 （1990～1996） もあった。
問02）  今住んでいるところにパソコンがありますか
問03）  文章作成用のワープロ（パソコン）ソフ
トを使ったことがありますか。
問04）  写真の現像をしたことがありますか、表
計算ソフトを使ったことがありますか。
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問05）  高校で地理を履修しましたか（複数回答
可）
①履修していない
②地理の先生がいなかった
③地理の科目が無かった
④地理を2回以上履修した
⑤カリキュラムの都合で履修できなかった
高校で地理を履修して来なかった学生が徐々
に増え、その割合が新入生の4割に近づいてい
る。このことは、自然地理概説の授業で、これ
まで知っていて当然と思われていた「ケッペン
の気候区分」や「デービスの地形発達の輪廻」
などは聞いた事も無いという学生が相当数いる
ということを認識させられる。また、高校で2
回以上地理を履修したという学生の減少と併せ
て考えると、「高校の授業で地理に啓発され⇒
地理が好きになり⇒大学でさらに地理学を勉強
し⇒就職もこの分野でしたい」というパターン
が崩れつつあるようにも思える。それが、世界
史必修の影響かどうかは分からないが、野
口 （2006）が紹介したワークショップ時の中高
教員アンケート調査結果が気になるところであ
る。
「⑤カリキュラムの都合で地理を履修せず」
「③地理の科目が存在しなかった」「②地理の教
員がいなかった」の 3項目が「①高校で地理を
履修していない」の増加につながっているわけ
で、①と「④地理を2回以上履修した」、が逆
比例の関係にある。大学で地理学を学びたいと
いう希望に満ちた優秀な人材を確保するために
は、看過できない問題ではあるが、大学で履修
パソコンの所有状況であるが、この図はパソ
コンが学生の間にほぼ行き渡っていることを示
している。東京に下宿したばかりの地方出身の
学生で、まだパソコンを手元に持っていないと
いう場合もあり得るが、その影響は大きくは無
いと思われた。全体として、きれいな右上がり
の折れ線となっており、パソコンが学生の必需
品となっていることが分かる。
学生にとってパソコンとプリンターは、レ
ポートの作成、インターネット情報の収集、
様々なデータのダウンロード、表計算、グラフ
表示などに欠かせない。授業のガイダンス時
に、パソコンは大学生の必需品であり、鉛筆や
消しゴム替わりに使うので、真っ先に購入を勧
め、ブラインドタッチで打てるようにと指導し
てきたが、最近では大学や地理学教室にも相当
数のパソコンが学生用に整備され、そのような
指導の必要性はなくなったように思われる。
パソコンの使い方については、ワープロ機能
として使う場合が最も基本であると思われるの
で、その経験について聞いたところ、高校や家
庭ですでに十分活用されていることが分かる。
パソコンの所有よりもワープロの経験の方が高
い年があるのは、高校でのワープロ実習の結果
であると思われる。
パソコンが普及していなかった1980年代前
半までは、衛星写真や空中写真を使った解析
（リモートセンシング） はすべて暗室作業で行
われ、リモセンや図化作業は教室予算を食う授
業であった。また、デジタルカメラの出現以前
は、暗室で写真の現像・焼き付け・引き伸ばし
が行われていた。大学の地理学教室には暗室が
常備され、プロセスカメラが備わっていた。し
かし、時代の経過と共にパソコンやデジタルカ
メラの普及によって、そのような状況は一転
し、問04）も変更を余儀なくされた。そこ
で、2010年から、「Excelなどの表計算ソフト
を使ったことがあるか」という質問に変更し
た。
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問07）  現在関心ある政治・経済・社会問題は？
（複数回答可）
問07） で尋ねた項目は、環境、経済、北朝鮮、
中東問題、アジア、食糧・米、住宅、政治改
革、エイズ、PKO、他の民族問題、他の国内
問題の12項目で、複数回答可能という聞き方
である。なお、専攻名を「地理学専攻」から
「地理・環境専攻」に変えたのは、2003年度か
ら2004年度に移行する時である。
上の 2つの図から分かる通り、社会に対する
学生の関心事は、毎年、圧倒的に環境問題が上
位を占める （2つの図では、12項目のうち「環
境問題」だけをラベル表示した）。しかし、上
述したように、卒論のテーマ決定の段階になる
と、関心は人文地理に移行する。これをどう捉
えるべきか。自然地理の卒論は面倒くさい （た
いへんだ） と感じているのか。4年時点でも環
境問題に対する関心は依然として高いのか、人
文地理に関心が移行するきっかけが何であるの
か気になるところである。学生が人文地理の分
野を楽勝科目と考えているとは思えない。
する地理学の基礎を高校で学んでくるようにと
は言えそうに無い。この点、アメリカのAP 
Programとの違いを感じる （野口 2010, 2016）．
問06）  自然地理と人文地理とどちらに興味があ
りますか。
新入生は入学した段階では、ほぼ毎年、人文
地理よりも自然地理に高い興味・関心を持って
いる。これは次の問07）のアンケート項目で
も明かなように「環境問題」に関する関心の高
さと関係がありそうである。しかし、現実に
は、この両者の相関は必ずしも高くはなく、環
境問題へ関心の高い年に自然地理への関心が高
まるわけではないので、この関係はやや複雑で
ある。
しかし、3年次のゼミ決定の段階になると、
人文地理を希望する学生の方が自然地理を選択
する学生よりも多くなる。すなわち、卒論を人
文地理で書こうという学生の数が自然地理で書
こうという学生の数を上回る。入学時に自然地
理に興味があっても、卒論につながる3年次の
ゼミ選択の段階では人文地理の方へシフトする
のである。自然地理学の基礎を学ぶ段階で、自
然地理への興味を失っていくとすれば、入学時
に学生が求めている自然地理や環境問題への関
心の内容をもっと精査する必要がある。
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下の図 （問08b） は、茨城、栃木、群馬の 3
県を除いた 4都県の合計とその内訳であるが、
約 7割の学生が東京・千葉・神奈川・埼玉の 4
都県に集中していることが分かる。
前図 （図08a） でも指摘したが、地理学とい
う学問の性格からすれば、全国から学生が集
まって、授業が様々な意見で満たされることが
「多様性」という点からは望ましいが、現実は
そうなっていない。
合計値の回帰直線が示すように、徐々に右上
がりをしている。これは、内訳から判断する
と、東京都出身の新入生 （水色） が増えている
ことに起因する。1983年春に発生した国士舘大
学の一大不祥事によって、東京都の受験生が国
士舘大学を敬遠したが、それが時間をかけて
徐々に回復し （忘れられ）、近年 4都県の中では
最上位を占めるに至っている。
問09）  これまでに行ったことのあるところは？
（単に通過しただけではダメ）
高校生に自主的な旅行先を聞くことはほとん
ど不可能である。なぜなら、子供が主体的に旅
行を計画することはほとんど無いからである。
問08a）あなたの出身都道府県は？
日本の地域を、北海道、東北、関東、北陸、
中部、近畿、中国、四国、九州・沖縄、外国・
無回答の10地域に分け、県別の回答者を地域
別に振り分けた （「関東」だけをラベル表示し
た）。この図から分かるように、地域別では 「関
東」が圧倒的に多い。日本中のほとんどの大学
と同様に、国士舘大学文学部も全国区の学部で
はない。当然のことながら、学部学科は「関
東」の学生で占められる。さらに、学生は大都
市を好む。アルバイト三昧では不合格になると
か、親は大学費用までは出せない（教育ローン
が普及する） というような日本人の大学観を変
える大変革が起きない限り、地理学専攻学生の
東京などへの一極集中は変りそうもない。
地理学という学問的発想からすると、北海道
から沖縄まで出身が全国的にばらついて、多く
の考え方や生き方が授業に反映された方が面白
いと思うが、それはかなわない。
「首都圏の大学は首都圏の学生で占められる」
というのが、首都圏に立地する大多数の私立大
学の共通した特徴である。前図 （問08a） に示す
とおり、約 8割の学生が関東出身で占められる。
問08b）上記の図のうち、関東の内訳
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行ったことがある？（１）
ラベルの無い地点は、仙台、稚内、富士山頂
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鎌倉富士山五合目
札幌
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ブームが去ったのか、減少気味である。富士山
頂や白金自然教育園はもともと少ない。富士山
登山者の人数把握は、2004年度までは 4つの 5
合目登山口で車両数を使って行われ、2005年度
からは 8合目付近の赤外線カウンターで行われ
ている。近年では、夏山シーズン中、5合目ま
ではマイカー規制され（富士スバルラインでは
1994年から、富士山スカイラインでは2007か
ら）、これにバスの運行時間の制限が加わって、
訪問者の減少につながり、それが上図に現れて
いるのかも知れない。
問10） 日本国外に出たことがありますか。
外国へ出かけたことのある学生数は、少しず
つ、しかし確実に増加傾向にある。行き先別の
上位は日本周辺が多いが、これも、上の問09）
の解説と同様に、親や家族の都合に左右される
場合が多いと思われる。新入生の国外の行先
は、例年、日本に近いサイパン、グアム、ハワ
イ、オーストラリア、台湾、韓国、中国、イン
ドネシア、シンガポール、タイなどである。こ
のほか、他のオセアニア、北アメリカ諸国も比
較的多い。同じ人が複数の国や地域を訪れてい
る場合もあるが、学生の数（％）で示した。
Web情報によると、高校の修学旅行で海外に
出かけるケースが近畿の私立高校を中心に増え
ているようであるが、一般的に、海外旅行者の
行き先順位は中国、韓国、香港、米国本土、ハ
ワイの順 （日本旅行業協会2011年度資料） に
なっている。
行き先は、かなりの部分が修学旅行や親の好
み・出張・転勤など、自分の希望とは無関係に
決まっていく。したがって、この質問は、単に
過去の経験を聞いているに過ぎないという見方
も出来る。
前頁の 2つの図 （問 9） から次のことが言え
る。過去26年間に国内旅行先としてディズニー
ランドと沖縄が急上昇し、富士山 5合目が減
少、高尾山と尾瀬が微減。歴史的な観光名所
（鎌倉、日光、京都） は微減ではあるが、明ら
かに減少している。
ディズニーランドは20年以上にわたり全国
一の旅行先で、行ったことのない学生は地方出
身の数人に限られる。ほとんど飽和状態であ
り、複数回行ったことのある学生も少なくない
と思われる。
沖縄の上昇率が大きいのは、中学・高校の修
学旅行先に沖縄が選ばれることが多くなってい
るという点が挙げられる。財） 全国修学旅行研
究会のWebによれば、一定の基準を満たした
東京都の公立中学・高校の修学旅行先は、中学
校が沖縄 3位 （8.9％）、高校が沖縄1位 （24.5％）
となっている。折れ線の傾きから想像されるこ
とは、今後もこの傾向が続くであろうというこ
とである。
修学旅行の目的地は沖縄に限らず、海外で
あったり、その他の場所が選ばれる傾向があっ
て、二者択一的にその分だけ、歴史的観光名所
である定番の鎌倉、日光、京都などが減少して
いると言える。ただし、上記の財） 全国修学旅
行研究会のWebによると、公立中学校の訪問
先 1位は近畿 （46.3％）、公立高校の訪問先 2位
は近畿 （23.2％） であるから、体験学習的な修
学旅行が増えてはいるものの、日本人 （関東圏
の学生） として奈良・京都は欠かせない旅行先
なのであろう。ただ、生徒に行き先のアンケー
トを取ると、沖縄と北海道に分かれるのだとい
う。
富士山 5合目、高尾山、尾瀬も、自然環境
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が出てくる。「比熱」はかつて中学校の理科で
出てきた専門用語であるが、1998年の教育課程
審議会答申で改訂され、高校の物理へ移され
た。改訂の主旨は、「生徒の興味・関心に基づ
き問題解決能力を育成するため、野外観察を一
層充実するとともに、生徒自ら観察や実験の方
法を工夫したりして課題解決のために探究する
活動を行う」というゆとり教育だと言う。その
ため、地理・環境専攻の新入生で、比熱の定義
を知っている者は非常に少なく、むしろ、留学
生 （中国籍） の方がよく知っているという印象
である。
問13）  次の人名の著作物を読んだことがありま
すか
選択肢は、司馬遼太郎、大江健三郎、寺田寅
彦、中谷宇吉郎、本多勝一の 5名である。選択
肢に特別の理由はないが、結果を見ると、著者
名が片寄りすぎていると言われるかも知れな
い。筆者の偏った嗜好が出た観があるが、永年
変化を見るためには、途中で変更しにくいとい
うことはすでに述べた。
今の学生にとって読書に費やす時間が極端に
少なくなっているという印象は、面接試験や電
車内のスマホ風景からもうかがえる。体験どこ
ろか、読書を通じて覚える言葉にも限界があ
る。我々が授業で普通に使う言葉が学生に通用
せず、意思疎通が十分にできていないのではな
かろうか。学生側から質問も無いので、授業の
話がどれだけ理解されているか分からない。
家の納屋に入ると、子供の頃馴染んだ、そし
て今でも時々使う農器具類が並んでいる。しか
問11）  次のいずれかの地域へ巡検や旅行に行け
るとしたら、あなたはどこに最も興味が
ありますか（ひとつだけ回答）
次に大陸別の嗜好であるが、選択肢の地域
は、東南アジア、中近東、オセアニア、北米、
中南米、西ヨーロッパ、東ヨーロッパ、アフリ
カ、南極の9地域である。上図（問11） が示す
通り、新入生の外国への興味・関心は最近西
ヨーロッパがダントツで高い。オセアニアは一
時の元気はまったく無く、海外語学研修の行き
先としては、肩すかしを食らった形となってい
る。
日本旅行業協会2011年度旅行先トップ50に
よると、目的地としては東アジアや東南アジア
の国々が最も多くを占め、その次に、アメリカ
本土、ハワイ、西ヨーロッパの国々が入ってく
る状況である。学生が旅行の目的地を選ぶ条件
として、歴史と治安が大きいのだろうか。
問12）  「比熱」の定義を知っていたら書いてく
ださい
自然地理概説Bの授業で、陸地と海洋の暖ま
り方の違いを説明する。このとき「比熱」の話
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事などの詳細な文字情報のほか、野外実習、
ワークショップ、今月の地理写真・衛星写真な
どの画像情報やスナップ写真もあって、自宅の
パソコンで楽しむことができる。
面接試験では、自分が希望する大学や学科を
どの程度調べているか・知っているかが問われ
るので、このような情報収集にぜひHPを活用
して欲しい。
さらに、高校の先生や進路指導の先生による
アドバイスも最近では重要である。国士舘大学
を過去のイメージで捉える教員や親の年代が
去って、他大学と公平に比較できる環境がやっ
と整いつつある。
問15）  国士舘大学文学部地理・環境専攻以外に
併願した大学や学部・学科はどこですか
上の図 （問15） は、首都圏で地理学を学べる
大学 （学部・学科名などは省略。駒澤大・日
大・立正大・法政大・明治大・専修大など） を
示したが、併願校として地理分野を書いた学生
が圧倒的に多い。地理好きは地理関係の分野を
目指す傾向がある。受験生のうち、内部推薦入
試、AO入試、一般推薦入試を利用した学生は
併願の割合が少ないので、この図の回答者は主
にセンター入試と国士舘大学の一般入試を受験
し、合格した学生と考えて良い。
アンケートには、このほか、ここには掲載さ
れていない問16） 購読雑誌・よく読む雑誌につ
いての質問があった。
し、『かます、むしろ、なわ、かけや、じょれん、
はしご、み、くわ』などの名前は、今の若者に
は伝わらないかも知れない。生活環境が都市に
限定されれば、農村や漁村や山村のものは知ら
なくて当然であるが、普段使われている（大人
がそう思っている）言葉すら授業で通用しない
ものが今後増えていくという印象である。
問14）  国士舘大学文学部地理・環境専攻をどの
ようにして知りましたか
この問い （問14） の選択肢には、入学案内、
予備校、進路指導の先生、ホームページ、雑
誌、新聞、高校の先生、その他 （家族、友人、
オープンキャンパス） の 8項目があるが （図に
は一部のみラベル表示）、国士舘大学の地理・
環境専攻を知った方法は入学案内が圧倒的に大
きく、地理という学問が好きで、何年も前から
この分野を目指して受験準備をしてきたという
印象ではない。
最近、有効性が証明されているホームページ
（HP） であるが、本学地理・環境専攻を知るた
めのHPには2種類ある。ひとつは、大学のHP
で、これは正式なものではあるが、味気ない。
もう一つ、これとは別に地理・環境専攻が独自
に作成しているHPがある。これは、担当教員
が時間をかけて最新情報の更新に努めているも
のである。是非Google検索などで、「国士舘 
地理」と入力して、このHPを試してみて欲し
い。入学案内だけでは充分知ることのできない
多くの情報が地理・環境専攻のHPには満載さ
れている。この中には、カリキュラムや教室行
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